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顧客ニーズの多様化に伴う営業スタイルの
変革を担い、チーム全体の生産性を向上 埼玉県飯能市
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新電元メカトロニクス株式会社

ア ク チ ュ エ ー タ お よ び 回 路 一 体 製 品
の 開 発 、 製 造 、 販 売

アパレル業で店長も経験して自信もつきましたが、
このまま同じことを繰り返すより新しい世界で自分
の可能性を広げたいと思い異業種への転職を決意し
ました。機械系製造業という未経験の世界で理系出
身ではない自分に勤まるのか不安もありましたが、
手厚い現場研修を経て今ではモノづくりの楽しさを
実感しています。主力製品の「ソレノイド」は幅広
い分野で需要のある部品で、その将来性も魅力。前
職の経験を活かしてマーケティングの強化や新たな
販路開拓に貢献したいです。

福島氏は、長年接客業で培ったスキルとチームを
マネジメントしてきた店長経験を活かして営業部
全体の活性化に貢献しており、今後の体制強化に
大きな期待を寄せられています。また、所属の営
業部の業務以外にも、製造部門のヘルプ業務など
にも積極的に取り組んでおり、周囲からの信頼を
積み上げています。

異業種からの採用は初めてでしたが、福島氏は早
く製品のことを知りたいと研修前から志願して製
造ラインでの製品組み立て作業に従事してくれま
した。当社が一番大事にしている「現場」で学ぶ
という意欲的な姿勢が嬉しかったです。そこです
ぐに従業員に溶け込み、今では現場の人員管理も
任せられる存在です。環境問題への対応など新た
な需要が高まる中で、製品の企画開発にもさらな
る多様化とスピードが求められる今、マーケティ
ング分析をいち早く製品の企画開発につなげるこ
とが重要。その点、顧客とスピード重視のアパレ
ル業界を経験された福島氏の知識やスキルを活か
して頂けると期待しています。

大手アパレル企業で販売ひと筋 14 年、店長
としてマネジメントも経験
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代表取締役社長

役職名： 主任

福島 秀 氏

年　齢： 36 歳
家族構成：---
出身地： 還流ルート：埼玉県 転居なし
業務遂行手段： 事務所での業務

22 埼玉県

当社は、長年培ってきた磁気応用技術、コア技術と独自の生産技術力を活かした生産体制により、ソレノイド
の専業メーカーとして自動車や建機用部品、医療器用部品の開発を主業務としていますが、昨今、顧客企業の
要望が多様化していく中で営業部門の強化が課題でした。REACH や RoHS などの環境規制への取り組み、シミュ
レーション技術を活用した営業のスピードアップ、受発注システムによる業務効率化など営業の業務範囲がど
んどん拡がるとともに、従来以上に現場の声を開発にフィードバックする仕組みや体制が必要となっています。
自分で考え、様々なデジタルツールを活用しながら営業スタイル自体をアップデートさせていけるような人材
を採用し、チーム全体のパワーアップを図りたいと考えました。

事業拡大、顧客要望の多様化に伴う営業部門の体制強化

顧客のニーズが多様化する中で、いかに効率よく製品を開発し届けていくのか、あらゆるデータを分析してマー
ケティングの視点から営業方針を立案、実行していく必要があります。また、社内的には営業部門と開発部門
を横断的に繋いだ協力体制の構築、今まではなかなか進められていなかったネット販売による販路拡大など、
課題に取り組むためにはコミュニケーション能力やチャレンジ精神が必須と考えました。今回入社した福島氏
は、アパレル業界という異業種からの転職でしたが、10 年以上の店長経験があり顧客視点のマーケティング力、
高いコミュニケーションスキルを持っている人材であり、営業チームを進化させるために最適な人物であると
評価しています。

営業スタイルを進化させ、チーム全体の生産性向上

福島氏は、内定決定後、入社日前から「当社製品のことをしっかり理解したい」という想いで、生産現場にお
ける研修を受けるなど、非常に高い積極性を持っています。そのような人間性ですから、入社してからまだ日
は浅いものの、部内、社内、グループ会社からも非常に評判は良く、コミュニケーションスキルをいかんなく
発揮してくれています。また、異業種からの転職でわかる通りチャレンジ精神や探求心が旺盛で、さまざまな
ツールを活用した業務のデジタル改革による生産性向上、データベースを活用した営業効率化、ネット販売に
よる販路拡大、開発部門とのコミュニケーション強化など、多岐に亘る課題がある中で、営業部のこれからを
担ってくれる貴重な人材だと考えています。

体制強化に向けた新たな営業手法への取り組み

小田原 洋之 氏


